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　創立100周年記念事業の一環として，着々と進められつつあった大学会館の建
設は，昭和60年の夏頃に完成することになっていた。そして，完成後には考古学
陳列館もそこの4階に移転することが決定していたのである。いままでに，本館
2号館の裏手の部屋で陳列館としての産声をあげて以来，2号館4階，小川町校
舎3階，そしてこの1号館3階と4度にわたる移転を余儀なくされ，60年度の移
転によってようやく安住の地が求められることになったわけである。
　したがって，昭和59年度は大学会館移転のための準備，新博物館の基本計画立
案，展示シナリオの作成，展示資料の選択及び補修など，いわぽ新博物館への種
種なる準備の段階でもあったのである。こういう時に私は文学部に転出した安蒜
政雄氏の後任として勤務することになった。昭和59年5月1日のことである。最
初に手がけなけれぽならない仕事は，早急に考古学陳列館規程に基づく運営委員
会を発足させることであった。つまり，これからの新博物館に関するいろいろな
事項について取決めしておく必要があったからである。5月18日，ただちに委員
の人選に入り，次の方々に委嘱することになった。学芸員養成課程主任・倉田公
裕教授，考古学研究室・戸沢充則教授，小林三郎教授，吉田健二教務課長，黒坂
東一郎図書館庶務課長の5氏である。昭和59年度中には3回の運営委員会を開催
している。第1回目の委員会は新博物館に関する基本構想について諮問すること
になった。議題の主なものは，館名の一部変更，陳列館の性格づけ，展示構成な
どであった。これらに対し委員会からは，学生，研究者，一般を含めて多くの人
々から活用されるためにも現在の陳列館という名称は博物館に改めるべきである
こと，もとより博物館自体は研究機能を備えているものであるが，大学附属博物
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館という性質上，研究機能重視型の博物館をめざすべきであること，展示につい
ては本学の特色を出せるよう検討することなどが答申された。そのほかに，陳列
館の組織化確立，考古学研究室及び学芸員養成課程との連携強化，専門職制度の
確立と増員等についても幅広い意見の交換がなされた。
第2回目の委員会は，10月15日に開催して新考古学陳列館展示構成について諮問
する。ここに展示構成の方向性を記しておきたい。展示はいうまでもまく，その
館の性格を表現するいわぽ顔である。したがって，展示そのものに特色がなけれ
ぽ意味はない。そこで本館の場合は，次のようなことがらで特色を強調していき
たいと思う。
　本館の収蔵する資料からみて展示構成には二通りの方法がある。一つは本館が
行っていた従来どおりの展示方法であり，時代順に部屋を区分し，それぞれの時
代に該当する代表的な資料を列品するものである。いま一つは，わが考古学研究
室が長年かけて発掘してきた多くの遺跡の中から，重要な遺跡を抽出してそれら
の一括遺物を時代順に分類展示することである。言葉をいいかえれぽ，前老は広
く浅くの方式であるのに対し，後老は狭く深いという方式である。仮りに前者を
「通史的展示」とし，後者を「学史的展示」としておこう。
　本館における従来の展示構成は，いわゆる通史的展示ともいうべきものであっ
た（第7・8図）。そして，1968（昭43）年に刊行された『考古学陳列館案内』の冒
頭にみられるように「この博物館においては，大学における史学関係専攻の学生
のためを思い，珍奇なあるいは片寄った遺物を列べることをさけ，考古学的資料
の系統的な蒐集を行い，その代表的なものを列品することに心がけた」とする主
旨が述べられている。大学附属博物館の展示としては，一つの方法であろう。し
かし，展示資料が全国におよんでいて，しかも代表的なものの列品に主眼がおか
れていたために，系統的展示はおろか，珍奇な陳列となった点は否めない。おそ
らく展示面積がすこぶる狭小であったところに大きな原因があったのかもしれな
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い。しかし，それでは
本館の展示の特徴を示
めすことはできない。
　いまや公立博物館の
展示技術，方法にはす
ばらしいものがある。
展示面積を広く確保し
ぼう大な費用をかけ，
それぞれの地域に密着
した内容が理解しやす
く配慮された展示が多
い。歴史博物館の場合
ば，通史的展示として
もっとも有効的な方法
を取り入れている。し
かも，新発見の資料も
その都度展示替えを行
うなどして，いつも展
示の新鮮味を打ち出し
ているなどなかなかま
ねぱできない。しかし
いろいろな制約から本
館は，公立博物館に対
抗できるだけの要素をほとんどもち合せていない。したがって，本館は本館でな
ければ打ち出すことのできない特徴を，いま一度考えてみる必要があろう。いま
までの本館の利用状況を振り返えてみると，まず入館者のほとんどは学生層であ
り，つづいて研究者が多い。一般にあってはごく僅かな数字にすぎない。この点
が公共博物館との大きな相違であることに気づく。利用者層のことを考慮すれば
公共博物館的な展示方法にまったく固執する必要ぱないのである。
　本館には考古学研究室の調査で得た学史上重要な遺跡の一括遺物があり，強味
である。もちろん，正式な調査によるものであるからデータ的にも明確であっ
て，いわば資料的な価値でば一等資料といえる。これら一等資料をいかに活用す
るが本館にとって大きな課題であり，また，生命でもあろう。こういうことから
本館の展示方法は，　「学史的展示」の採用がもっとも効果的であると考える。具
体的には収蔵資料のうち，学史上重要な遺跡を厳選し，その一括遺物を時代順に
展示することである。学内関係者のみならず広く研究老にも公開することになり
ひいては考古学の発展にも寄与することになろう。遺跡の概説や学史的位置づけ
についての解説，さらには遺物の出土状況等の写真パネル等も併用する。以上，
展示に関する方向性の原案であるが運営委員会による討議の結果了承を得ること
になった。
　昭和60年3月8日の第3回運営委員会では，目前に迫った展示を具体的に進め
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るための展示準備会の発足について了承を得る。メンバーは，先土器時代担当の
安蒜政雄助教授，縄文時代前半と参考展示を担当する矢島國雄講師，縄文時代後半
及び弥生時代担当の石川日出志助手，古墳時代担当の熊野，英文訳担当の植木武
氏（昭和60年文学部非常勤講師予定），以上5名編成で出発することになった。
昭和60年度秋の開館としてもあまり時間的なゆとりはない。その後，頻繁に会を
重ね，展示資料の選択，選択した資料の整理及び補修，解説パネル原稿等につい
て具体的に進行させる。
　こういった運営委員会に対するいろいろな諮問の一方，刑事博物館と展示委託
に関する内部打ち合せを行っている。この打ち合せには鍋田一刑事博物館長と大
塚館長の出席のもとに，両館の諸問題を調整し，刑事博物館とか考古学陳列館とい
ったセクト的な考えを改め，大きく大学の附属博物館として事にあたることを申
し合せた。また，展示業者の選定にあたっては，アフターサービスがよく，しかも
小回りのきくところとすべきであるという方針も合意された。以後，これらの申
し合せに基づき，大学の担当部局との交渉を進めていくことになったのである。
　つづいて12月6日には，移転を翌年夏に控えどのような方法で移転業務を進め
るか，刑事博物館との打ち合せを行う。博物館の移転となると，単に事務系の移転
とはわけが違う。破損しやすい考古資料や写真とか図面関係のいわゆる記録資料
等がぽう大な量にのぼり，それらを破損させずにいかに運搬するか，また，安全
な梱包方法など，かなりつっこんだ話し合いが行われた。結論的には移転業務を
担当する業者に，万全を期することを特に申し入れることにしたのである。
　3月1日からは展示資料の整理・補修に専念するため展示室を閉める。資料整
理及び補修の主なものは，茨城県・舟塚古墳出土の円筒埴輪・朝顔形埴輪や埼玉
県・五領遺跡出土の一括土器，宮城県・山二E遺跡出土土器などである。博物館職
員が中心となって，考古学専攻の大学院生・学生の援助が特に大きかった。これ
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